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みんなの人気者になれますように
　　　　　　　　  あじの郷五勇士
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表紙の紹介

　市内で５歳くらいまでの

お子さんの写真を募集して

います。写真に、お子さんの

名前と生年月日、両親の住所・

氏名、お子さんへの簡単な

メッセージを添えて、総務課

広報広聴担当まで。希望があ

れば写真撮影もしています。

★募集しています★
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１月号

　

※平成２１年１１月末日現在の外国人の方

を含めた表示。（  　）内は前月比。

人のうごき

人　口 ３９，９７３人（－  ９） 

男　性 １８，６９２人（－  ９）

女　性 ２１，２８１人（±  ０）

世　帯 １５，４９８世帯（＋  １７）

出　生 １０人（－  ７）

死　亡 ２８人（－  ５）

◉問い合わせ

伊 予 市 役 所 ☎９８２－１１１１（代）　　中山地域事務所 ☎９６７－１１１１（代）　　双海地域事務所 ☎９８６－１１１１（代）

ホームページ　http://www.city.iyo.lg.jp　　メールアドレス　iyo-daihyo@city.iyo.ehime.jp

一歩一歩、一緒に成長していこうね。

　昨年誕生した「あじ

の郷
く に

五勇士」。皆さん、

もう覚えていただけ

ましたか。

　２０１０年が皆さんに

も、「あじの郷五勇士」

にも飛躍の年となり

ますように…。

♥中井 真
ま や

弥 ちゃん

平成２１年１月１８日生まれ（１１か月）

《父》エイドリアン ハイネルさん

《母》久恵さん（米湊）
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わくわくまなびランドいよ １８

健康ガイド ２０

きらり人ー筒井 静子さん ２２

イベント情報、カレンダー ２３

みんなのひろば ２４



　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
ご

ろ
は
市
政
の
推
進
に
多
大
な
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

新「
伊
予
市
」と
い
た
し
ま
し
て
、

早
や
５
回
目
の
新
年
を
迎
え
ま
し

た
。
昨
年
、
地
域
と
行
政
と
の
役

割
分
担
を
示
し
、
責
任
と
権
限
を

明
確
に
す
る
た
め
、
自
治
基
本
条

例
を
制
定
い
た
し
ま
し
た
。
自
治

基
本
条
例
は
、
地
方
分
権
が
進
展

す
る
中
で
、
自
己
責
任
と
自
己
決

定
に
基
づ
く
自
治
体
運
営
を
進
め

て
い
く
た
め
の
本
市
の
自
治
の
基

本
ル
ー
ル
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

本
市
が
目
標
に
掲
げ
る「
自
立
を

目
指
す
多
様
な
地
域
が
交
流
し
共

生
す
る
ふ
る
さ
と
」
そ
し
て
、「
参

画
と
協
働
の
郷（
く
に
）」
の
実
現

を
目
指
し
、
新
し
い
自
治
の
仕
組

み
、
行
政
経
営
の
仕
組
み
を
確
立

し
て
い
く
た
め
の
基
本
理
念
と
な

る
も
の
で
す
。
こ
の
自
治
基
本
条

例
の
趣
旨
に
則
り
、
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
景
気
の
後
退
、
雇
用
不

安
の
増
大
と
い
っ
た
状
況
の
中
に

お
き
ま
し
て
、
総
合
計
画
に
基
づ

く
具
体
的
な
施
策
を
着
実
に
実
現

す
る
た
め
に
は
、
財
源
の
確
保
と

限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
配
分
と
い

う
難
題
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
行
政
改
革
大
綱
の
下
、

行
政
評
価
制
度
、
人
事
評
価
制
度
、

補
助
金
の
見
直
し
を
一
層
推
進
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
資
源
で
あ
る

「
食
」と「
食
文
化
」を
テ
ー
マ
と
し

た
伊
豫
國「
あ
じ
の
郷（
く
に
）」づ

く
り
構
想
に
つ
き
ま
し
て
も
、
実

現
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
、
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
と

す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
の

皆
さ
ま
の
知
恵
と
お
力
を
お
借
り

し
な
が
ら
、
全
力
で
市
政
運
営
に

あ
た
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
更

な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
平
成

２２
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て

幸
多
い
年
に
な
る
こ
と
を
祈
念
致

し
ま
し
て
、
新
年
に
あ
た
っ
て
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。　

伊
予
市
長　

中
村　

佑

伊
予
市
議
会
議
長　

若
松　

孝
行

新年明けましておめでとうございます
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
方
に
は
、
輝
か
し

い
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
本
市
議
会
に
対
し
、

あ
た
た
か
い
ご
理
解
と
絶
大
な
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
年
月
は
早
い
も
の
で
合

併
か
ら
６
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
市
議
会
は
昨
年

４
月
の
選
挙
か
ら
定
数
を
１
名
減

じ
、
２
期
目
の
新
し
い
議
員
構
成

に
よ
り
、
新
た
な
気
持
ち
で
、
市

勢
発
展
の
た
め
に
、
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
各
種
の
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
、
国
に

お
き
ま
し
て
は
、
政
権
が
交
代
し
、

大
き
な
変
革
の
流
れ
の
中
で
地
方

行
政
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く

変
化
し
て
お
り
、
本
市
に
お
き
ま

し
て
も
経
済
、
教
育
、
福
祉
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
影
響
が
出

て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
変
化
が
著

し
い
時
こ
そ
、
市
民
の
代
表
と
し

て
、
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
は

ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
私
ど
も
市
議

会
議
員
一
人
ひ
と
り
が
更
に
自
己

研
さ
ん
に
努
め
る
と
と
も
に
、
多

様
な
民
意
の
反
映
、
市
民
の
意
見

集
約
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
今
ま

で
以
上
に
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
開

か
れ
た
活
力
あ
る
議
会
づ
く
り
を

目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
も
の
で
す
。

　

ど
う
か
今
後
と
も
、
伊
予
市
発

展
の
た
め
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
様
方
に

と
っ
て
幸
せ
の
多
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
春

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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3.2 4.0 4.8
2.5

3.0

3.5

都市計画

水資源

高齢者対策

少子化

環境
消防・防災

住宅

ごみ・し尿

下水道

水道

景観・公園

情報・通信

道路・交通

水産業

林業
農業

男女共同参画

人権

文化

スポレク

生涯教育

学校教育

福祉施設

保健・医療

行財政

住民自治

観光

工業

商業

平均
3.03

4.08

重要度

満
足
度

低い 高い

低
い

高
い

市民満足度調査の結果を

　市では、皆さんの声を市政に反映させるため、市内在住の２０歳以上の方、１，５００人を対象に、市民満足度

調査を実施しました。この調査結果を踏まえ、各施策の進め方を検討し、より市民の皆さんに満足いただ

ける行政サービスの実現に努めてまいります。

分野別満足度・重要度

アンケート回答者

男性

４４．７％

女性

５２．９％

無回答

２．４％

《性別》

２０代
５．９％

３０代
１１．５％

４０代
１５．７％

５０代
１７．７％

６０代
２２．３％

７０代以上
２６．０％

無回答 ０．９％

《年代別》

　分野別の施策に対す

る満足度を５段階で、

重要度を４段階で評価

していただき、それを

指数化しました。

　全施策の満足度指数

の平均は３．０３、重要度

指数の平均は４．０８と

なりました。

　満足度は、生活・環

境分野、教育・文化分

野で高くなっており、

重要度は、生活・環境

分野、医療・福祉分野

で高くなっています。

配布数 １，５００件

回答数   ６４５件

回答率 ４３．０％

お知らせします

広報いよし (�)



安全施設の充実

２８．５％

主要道路の改良

９．８％

現在ある道路

の維持修繕

２２．０％

危険箇所の解消

１３．７％

狭い生活道路の

拡幅　

２６．０％

定期的に参加

５．４％

ときどき参加

１２．２％

参加したことはないが、

興味はある

４３．８％

参加したことが

なく、興味もない

１６．６％

分からない

２２．０％

月に１回以上 

６．４％

年に数回

１４．８％

以前に利用

２０．５％

利用したことが

ない

４４．６％

知らない

１３．７％

さらに簡素化

すべき 

７．４％

今のままで良い 

１８．１％

不満はないが、改善の

余地がある 

４６．８％

不満があり、

改善すべき 

１４．７％

分からない 

１３．０％

市民サービスの成果

《道路》　身近にある道路を整備していく上

で、特に必要だと思うことは何ですか。

《生涯教育》　この１年間に、公民館などで開

催された各種教室・講座をどのくらい利用し

ましたか。

《福祉》　子育て、高齢者・障害者介助など、

地域福祉等に関するボランティア活動に参加

していますか。

《行政改革》　市役所や地域事務所の窓口機能

をどう感じますか。

《商業》　伊予市商業協同組合、及び双海・中

山商工会が発行している「商品券」を利用して

いますか。
よく利用 ３．４％

ときどき利用 

１３．７％

あまり利用

しない 

１９．６％
利用したことがない 

４０．１％

知らない

２３．２％

このままで良い

７５．３％

減らして情報

を詳しく

６．０％

増やして

読みやすく

１８．７％

《広報》　「広報いよし」の写真やイラストの量

をどう思いますか。

　市が実施する市民サービスの達成度を測るため、各分野について、皆さんの意見を伺いました。その主

な結果をご紹介します。
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　新年明けましておめでとうございます。

　昨年は、伊豫國「あじの郷」づくりが具体的に活

動を始めた１年でした。手探りではありましたが、

ＰＲグッズ作成や各種イベント、キャラクター決定

など、さまざまなことにチャレンジしました。

　今年は１年間の経験と情報を踏まえ、さらに多

くの市民の皆さんと一緒に、まちづくりに向かっ

て前進していきたいと思います。

　皆さんもぜひ参加してください。

あじプロねっと

上灘漁協女性部長　松本 洋子 さん

　瀬戸内海沿岸で

獲れた小魚を、骨

ご と す り 身 に し、

油 で 揚 げ た カ ル

シウムたっぷりの

じゃこ天は、独特

の歯ごたえと素朴

な味が人気です。

　ふたみシーサイ

ド公園のハート型のラブじゃこ天は、特に若

者に好評で、行列のできる有名スポットとし

て知られています。

　お店では、いつも元気で笑顔のかわいい上

灘漁協女性部の皆さんが、おいしいじゃこ天

を作って待っています！夕日を眺めながら、

おいしいじゃこ天を食べてみませんか。

ふたみシーサイド公園じゃこ天売場

（☎９８６－１７３７、営業時間１０：００～１８：００）

“あじの郷
くに

五勇士”

今月のあじな達人

伊豫國「あじの郷
くに

」づくり⑩

　こんにちは、ビワひめです♡

　ビワの旬は６月ごろで、初夏の季節感を感

じさせてくれる果物です。

　食べるときは、ヘタ（軸）を持って、ヘソ（下）

の方から皮をむいて食べるのがおススメよ。

　でも、私は傷みやすいから、強く押したり

しないでね。　

　昨年は、伊豫國「あじの郷」づくりの取り組

みを広報するため、さまざまなキャンペーン

を行いました。アンケートやキャッチフレー

ズ、キャラクターの公募に、多くの皆さんの

ご協力をいただき感謝しております。

　また、「下灘ぴちぴちハモまつり」など、各

種イベントに参加し、交流を深めることがで

きました。

　新伊予市が誕生して、まもなく５年。市民

間のさまざまな交流の芽ができ、親密さが芽

生えつつあります。伊豫國「あじの郷」づくり

の取り組みが、市民間の交流と一体感の醸成

に寄与できれば幸いです。

  私たちの取り組みは、民と官との共同作業

でもあります。これからは、公共的なサービ

スを市民が担っていく時代です。市民と公務

員とが共同作業をすることで、住民自治が深

化し、市民の幸せにつながることが期待され

ます。

  「あじの郷」づくりは、市民の皆さん全員の

運動に広げたい企画です。サポーターの募集

もしています。皆さんの積極的な参加を期待

いたします。住民自治のキーワードは「参加」

です。新年が、わが伊予市にとって、飛躍の

年となりますよう祈念いたします。

「あじ郷
くに

」委員の抱負

広報いよし (�)

のプチ食育ビワひめ

ビワ葉茶も

おススメよ！

伊豫國「あじの郷」づくり実行委員会

委員長　玉井　彰
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伊豫國「あじの郷
くに

」づくり事業報告

「食育・食文化推進グループ」「地産地消グループ」「伊豫ブランド創設グループ」の３つ

の分科会に分かれて、具体的に活動開始！

キャラクター・キャッチコピー決定

のぼり・ステッカー（第１弾）完成

「食」に関するアンケート調査実施

住吉まつりあじの郷ブース出店

「下灘ぴちぴち鱧（ハモ）まつり」開催！

３，０００人を超える来場者にうれしい悲鳴をあげました。

えひめこどもの城「市町ＰＲイベント伊予市編」あじの郷ブース出店

伊予農業高等学校放送部と協力して「ふるさと

ＣＭ大賞えひめ」出品作品を制作しました。

伊豫國「あじの郷」小包便発送

大好評で、県外から注文が寄せられたり、各地から

喜びの電話をいただいたりしました。

キャラクター名決定！今後は、楽しいストーリーを考えていきます。

いよし市民総合文化祭＆ふるさとフェスティバルあじの郷ブース出店

「食」セミナー『御食国若狭おばま「食のまちづくり」に学ぶ』開催

４月

６月

７月 キャラクター名「あじの郷
くに

五勇士」
キャッチコピー「伊予市まるごとおごちそう」

９
月

１０
月

伊豫國「あじの郷」づくりサポーター募集

１１
月

１２
月

今年もいろいろなこと
に挑戦していきます！



伊
予
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

通
信

い

い
き

き

ＮＯ．２４

伊
予
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
伊
予
市
役
所
１
階
長
寿
介
護
課
内
）

　

☎
９
８
２
ー
１
１
１
１（
内
線
５
４
４
・
５
５
５
）

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
皆
さ
ん
い
か
が
お

過
ご
し
で
す
か
。
こ
れ
か
ら
寒
さ
が
一
段

と
厳
し
く
な
り
ま
す
。
体
調
管
理
に
は
十

分
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
こ
の
季
節
に
気
を
付
け
て
い
た

だ
き
た
い
こ
と
が
他
に
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
「
火
の
扱
い
」
で
す
。

　
「
消
防
白
書
２１
年
版
」
に
よ
る
と
、
火
災

の
多
く
は
、
火
を
扱
う
こ
と
が
多
く
な
る

冬
季
か
ら
春
季
に
か
け
て
発
生
し
て
お

り
、
総
出
火
件
数
の
６
割
ほ
ど
を
占
め
て

い
ま
す
。

注
意
し
て
ほ
し
い
こ
と

注
意
し
て
ほ
し
い
こ
と

高
齢
者
無
料
相
談
の
ご
案
内

　

愛
媛
県
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
で

は
、
電
話
、
来
所
に
よ
る
高
齢
者
無

料
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
高

齢
者
と
そ
の
ご
家
族
の
心
配
事
、
悩

み
事
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
明
る
く
健
や
か

な
老
後
の
暮
ら
し
を
応
援
し
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。
匿
名
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

■
相
談
日　

平
日
の
み（
９
時
～
１２

時
、
１３
時
～
１７
時
）

《
愛
媛
県
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
》

松
山
市
持
田
町
３
丁
目
８
ー
１５（
愛

媛
県
総
合
社
会
福
祉
会
館
内
）

☎
９
２
１
ー
８
７
８
９

　

火
災
に
遭
い
、
死
亡
に
い
た
る
経
過
で

圧
倒
的
に
多
い
の
が
逃
げ
遅
れ
で
す
。
火

災
発
見
の
遅
れ
や
、
身
体
が
不
自
由
な
こ

と
な
ど
が
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

火
災
に
よ
る
年
齢
階
層
別
死
者
数
を
み

て
み
る
と
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
多
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
年
齢
を
重

ね
、
身
体
が
不
自
由
に
な
っ
て
く
る
こ
と

と
無
関
係
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

春季（３～５月）

２９．７％

夏季（６～８月）

２２．４％

秋季（９～１１月）

２０．４％

冬季（１２～２月）

２７．５％

■四季別出火状況

　

今
後
、
高
齢
化
社
会
の
一
層
の
進
展
に

伴
い
、
火
災
に
よ
る
死
者
が
増
加
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
火
の
取
り

扱
い
に
は
十
分
に
注
意
し
て
生
活
し
ま

し
ょ
う
。
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歳
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上
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２１６
２００

■火災による年齢階層別死者発生状況

火
の
扱
い
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

火
の
扱
い
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

　

死
者
が
発
生
し
た
住
宅
火
災
の
出
火
原

因
で
一
番
多
い
の
は
、
タ
バ
コ
に
よ
る
出

火
で
す
。
次
い
で
、
ス
ト
ー
ブ
、
コ
ン
ロ

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
火

災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

《
タ
バ
コ
》

○
寝
タ
バ
コ
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い

○
灰
皿
に
吸
殻
を
た
め
な
い

○
火
が
消
え
た
こ
と
を
確
認
す
る

《
ス
ト
ー
ブ
》

○
周
囲
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

○
給
油
は
完
全
に
火
を
消
し
て
か
ら
行
う

○
部
屋
を
離
れ
る
と
き
は
ス
ト
ー
ブ
を
消

す《コ
ン
ロ
》

○
台
所
を
離
れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す

○
コ
ン
ロ
の
周
囲
は
整
理
整
と
ん
を
す
る

○
袖
口
の
広
い
衣
服
で
調
理
を
し
な
い

《
電
気
》

○
た
こ
足
配
線
を
し
な
い

○
コ
ン
セ
ン
ト
周
り
に
ほ
こ
り
を
た
め
な

い

○
使
わ
な
い
器
具
は
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜

く
　

ま
た
、
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
一
般

住
宅
に
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す（
既
存
住
宅
へ
の
設
置
は

平
成
２３
年
か
ら
）。
迅
速
な
火
災
発
見
に

有
効
で
す
。
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
家
庭

は
、
で
き
る
だ
け
早
く
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

広報いよし (�)
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eーTaxイータックス

http://www.e-tax.nta.go.jp

　イータックスは、自宅やオフィスからイン

ターネットを利用して、所得税徴収高計算書

の提出や源泉所得税の納税ができます。

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は
、３
月
１５
日
㈪
ま
で

　

平
成
２１
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
の
税
務
署
に
お
け
る
相
談
及
び
申

告
書
の
受
け
付
け
は
、
２
月
１６
日
㈫
～

３
月
１５
日
㈪
で
す
。（
土
・
日
曜
日
は
除

く
。
た
だ
し
、
松
山
税
務
署
で
は
、
２

月
２１
日
㈰
、
２８
日
㈰
に
確
定
申
告
に
つ

い
て
の
相
談
と
申
告
書
の
受
け
付
け

を
行
い
ま
す
。）

　

毎
年
、
期
限
間
近
に
な
る
と
税
務
署

は
混
雑
し
ま
す
。
申
告
相
談
や
確
定

申
告
書
の
提
出
は
お
早
め
に
！
ま
た
、

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申

告（
個
人
事
業
者
）を
お
忘
れ
な
く
！

　

個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
の
申
告
と
納
税
は
、
３
月
３１
日

㈬
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

申
告
と
相
談
は
、
余
裕
を
持
っ
て
早

め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

贈
与
税
の
申
告
と
納
税
を
お
忘
れ
な
く
！

　

平
成
２１
年
分
の
贈
与
税
の
申
告
と

納
税
は
、
２
月
１
日
㈪
～
３
月
１５
日
㈪

で
す
。

　

平
成
２１
年
１
月
１
日
～
１２
月
３１
日

の
１
年
間
に
、
個
人
か
ら
も
ら
っ
た
財

産
の
価
額
が

１１０
万
円
を
超
え
る
と
、
贈

与
税
の
申
告
と
納
税
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た

財
産
に
つ
い
て
、
相
続
時
精
算
課
税
制

度
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
申
告

期
限
ま
で
に
贈
与
税
の
申
告
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

振
替
納
税
制
度
の
ご
利
用
を
！

　

所
得
税
や
個
人
事
業
者
の
消
費
税

（
地
方
消
費
税
を
含
む
）の
納
税
の
方
法

に
振
替
納
税
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
金
融

機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
振
替
に

よ
っ
て
納
税
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ
て

し
ま
う
こ
と
も
な
く
大
変
便
利
で
す
。

　

新
た
に
振
替
納
税
を
希
望
す
る
場

合
は
、
税
務
署
又
は
預
貯
金
先
の
金
融

機
関
に
、「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
」

を
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

松
山
税
務
署
及
び
相
談
セ
ン
タ
ー　

☎
９
４
１
ー
９
１
２
１

ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
、

申
告
書
等
の
作
成
が
で
き
ま
す

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.nta.go.jp

）に
ア
ク
セ
ス
す
る
と
、

○「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
申
告
書
等
が
簡
単
に
作
成
で
き
ま

す
。

○
自
動
計
算
機
能
で
、
記
載
も
れ
や
計

算
誤
り
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

○
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
普
通
紙
に
印
刷
し
、

郵
送
す
れ
ば
、
税
務
署
に
行
く
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

家
を
取
り
壊
し
た
と
き
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

税
務
課
（
内
線
５
３
２
・
５
３
４
）

　

税
務
課
で
は
、
新
増
築
家
屋
の
調

査
を
不
動
産
登
記
申
請
等
に
よ
り
実

施
し
、
こ
の
調
査
を
も
と
に
賦
課
期

日（
１
月
１
日
現
在
）の
状
況
を
固
定

資
産
税
課
税
台
帳
に
登
録
し
、
翌
年

度
か
ら
課
税
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
取
り
壊
し
家
屋
に
つ
い
て

も
、
不
動
産
登
記
申
請
等
に
よ
り
、
実

地
調
査
や
見
回
り
を
行
い
、
翌
年
度

の
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
か
ら
除
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
登
記
申
請
を
し
て
い
な

い
、
又
は
、
未
登
記
で
あ
る
場
合
の
家

屋
の
取
り
壊
し
に
つ
い
て
は
、
調
査

員
が
道
路
か
ら
目
視
で
き
な
い
な
ど
、

現
況
把
握
が
困
難
な
場
合
も
あ
る
た

め
、
法
務
局
で
滅
失
登
記
申
請
の
手

続
き
を
行
う
か「
家
屋
滅
失
届
書
」
を

税
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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しせい
  ニュース

２
０
１
０
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
を
！

企
画
財
務
課
（
内
線
５
８
８
）

意
見
公
募
手
続
制
度
に
よ
る
意
見
を
求
め
ま
す

　

市
で
は
、
次
の
７
件
に
つ
い
て
、
伊

予
市
意
見
公
募
手
続
条
例
に
基
づ
き
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

■
政
策
等
の
名
称

①
伊
予
市
ふ
れ
あ
い
館
設
置
条
例
の

全
部
を
改
正
す
る
条
例（
案
）

②
伊
予
市
社
会
体
育
施
設
設
置
条
例

（
案
）

③
伊
予
市
公
民
館
設
置
条
例
の
全
部

を
改
正
す
る
条
例（
案
）

④
伊
予
市
上
灘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
条
例（
案
）

⑤
伊
予
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）

⑥
伊
予
市
浄
化
槽
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例（
案
）

⑦
伊
予
市
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進

事
業
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例（
案
）

■
閲
覧
場
所

○
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

・
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

・
中
山
地
域
事
務
所

・
双
海
地
域
事
務
所

※
伊
予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.

city.iyo
.lg.jp

）で
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
意
見
の
提
出
期
限

　

１
月
２２
日
㈮
、
１７
時
１５
分
ま
で

※
土
・
日
曜
日
、
年
始
も
受
け
付
け
ま
す
。

土
・
日
曜
日
、年
始
に
持
参
す
る
場
合
は
、

宿
直
室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
意
見
の
提
出
方
法

　

意
見
提
案
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
直
接
持
参
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

企
画
財
務
課（
〒
７
９
９
ー
３
１
９
３
、

伊
予
市
米
湊

８２０
番
地
、
☎
９
８
２
ー

１

１

１

１（

内

線

６

６

７
）、

９
８
３
ー
３
６
８
１
、
Ｅ
メ
ー
ル 

kikaku-zaim
u@

city.iyo
.lg.jp

）

　

世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
５
年
ご

と
に
行
わ
れ
、
農
林
業
や
農
山
村
の
実

態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

の
農
林
行
政
の
企
画
・
立
案
・
推
進
の

た
め
の
大
切
な
基
礎
資
料
と
な
り
ま

す
。
対
象
者
に
は
、
調
査
員
が
伺
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
者　

農
林
業
を
営
む
す
べ
て

の
世
帯
や
法
人

■
実
施
期
間　

１
月
～
２
月

※
調
査
員
は
、「
調
査
員
証
」
を
必
ず
身
に
付

け
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な

お
、
調
査
票
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基

づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確

な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

公
的
個
人
認
証
の
「
電
子
証
明
書
」
の
有
効
期
間
は
３
年

引
き
続
き
必
要
な
方
は
、更
新
手
続
き
を
！

市
民
生
活
課
（
内
線
５
３
７
・
５
６
６
・
５
６
９
）

　

電
子
証
明
書
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続

き
に
お
い
て
本
人
確
認
を
す
る
た
め
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
内
に
保
存
さ

れ
て
い
る
情
報
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
は
、

発
行
の
日
か
ら
３
年
と
な
っ
て
お
り
、

３
年
が
経
過
す
る
と
自
動
的
に
失
効

す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
利
用
す
る
に
は
、
更
新
の

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

有
効
期
間
満
了
日
は
、「
電
子
証
明

書
の
写
し
」
又
は
、
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
ソ

フ
ト
の「
証
明
書
表
示
ツ
ー
ル
」で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

《
注
意
》

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
て
い
る

有
効
期
間
は
、
電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
と
は

異
な
り
ま
す
。

・
更
新
手
続
き
は
、
有
効
期
間
満
了
日
の
３
か

月
前
か
ら
で
き
ま
す
。

・
更
新
の
場
合
も

５００
円
の
手
数
料
が
必
要
で
す
。



納  期  限 口座引落日

市県民税
（第４期）

国　保　税
（第７期）

２月１日（月） １月２７日（水）
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＝１月の市税納期＝

■問い合わせ　税務課収納担当（内線５４８・５４９）

今月の市税の納期は次のとおりです。

納期限までに必ず納めましょう。

平
成
２２
年
度 

水
道
検
針
票
の
広
告
を
募
集
し
ま
す

水
道
課
（
内
線
７
１
２
）

　

市
で
は
、
水
道
検
針
票
の
裏
面
に
有

料
広
告
の
掲
載
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

水
道
検
針
票
は
、
２
か
月
に
一
度
、

本
庁
地
区
の
上
下
水
道
を
利
用
し

て
い
る
す
べ
て
の
家
庭
・
企
業
に
配

布
し
て
お
り
、
年
間
６
回
で
約
６
６
，

０
０
０
枚
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
掲
載
の
位
置　
『
上
下
水
道
使
用
量

等
の
お
知
ら
せ
』の
裏
面

■
掲
載
面
積　

全
枠（
縦

１０２
㎜
×
横
６７

㎜
）又
は
１
／
２
枠（
縦
５０
㎜
×
横
６７
㎜
）

■
掲
載
の
カ
ラ
ー　

水
色
・
赤
色
の
２

色
刷
又
は
ど
ち
ら
か
の
１
色
刷

■
広
告
の
掲
載
料　

全

枠（
年
間

１
０
０
，０
０
０
円
）又
は
１
／
２
枠（
年

間
５
０
，０
０
０
円
）

※
た
だ
し
、
掲
載
料
の
か
わ
り
に
検
針
票
の
現

物
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
申
込
方
法　

水
道
課
に
直
接
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
伊
予

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

■
申
込
受
付
期
間

　

１
月
４
日
㈪
～
２９
日
㈮

１９歳と２０歳の壁…？

　未成年が契約をするには、法定代理人（通常は

両親）の同意が必要です。これは社会的経験が浅

く、判断能力や経済力が不十分であること、素

直であったり、好奇心が旺
お う

盛であるなど、若者

の特性を踏まえたものです。

　原則、未成年者が行った契約は、法律によっ

て取り消しが可能です。悪質業者はこのことを

よく心得ていますので、インターネットを悪用

した手口やデート商法など、成人直後の若者が

狙われるトラブルが後を絶ちません。

　契約には、責任が伴うことを自覚し、安易に

契約しないようにしましょう。

※成人式を迎える皆さんには、リーフレットを配布します。

消費生活に関する相談や問い合わせは、

　産業経済課 消費者相談窓口（直通）
　☎９８２－１２８９ ※月・水・金は専門の相談員が対応します。

　　　※直通電話になりました。お気軽にご相談ください。

ホップホップ ステップステップ消費者消費者力力

宝
く
じ
助
成
事
業

　

広
報
い
よ
し
１１
月
号
２３

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
た

宝
く
じ
助
成
事
業
の
記
事

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
次
の
と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

【
米
湊
Ａ―

１
】

　

み
こ
し　

１
台

　

ハ
ッ
ピ　

５５
枚

伊予市フォトコンテスト

作品募集！

　海・山の豊かな自然、

歴史ある町家、四季

折々の美しい景観…。

　新しい伊予市の魅

力を発見し、発信でき

る四季やイベント写

真を広く募集します。

【テーマ】伊予市の四季それぞれの季節感ある

写真

【規　格】四つ切カラー単写真（合成・加工不可）

【応募締切】平成２２年３月１５日（月）

※応募方法等詳しくは、下の問い合わせ先にご連絡

　ください。

【問い合わせ】伊予市観光協会「フォトコンテ

スト事務局」係 （☎９８２－０３３４、ホームページ 

http://iyokankou.jp/）



広報いよし (12)

しせい
  ニュース

シートベルトを正しく着用しましょう！

＝ 市内の交通事故状況 ＝

＝ 市内の街頭犯罪等発生状況 ＝
（１１月末日現在）

１１月 累計 前年比

侵 入 盗 ３件 ５９件 －３１件

自 動 車 盗 ０件 ７件 ＋１ 件

オートバイ盗 ３件 １９件 －４ 件

自 転 車 盗 ４件 ４８件 －２８件

車 上 ねらい ５件 ４３件 －１７件

安全は 一人ひとりの 意識から
安心は 人のつながり 地域から

（１１月末日現在）

１１月 累計 前年比

発　生 １６件 １９０件 ＋２７件

死　者 １人 ２人 － ４ 人

傷　者 ２０人 ２５２人 ＋４８人

健
康
保
険
課
（
内
線
５
４
７
）

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

２０
歳
に
な
っ
た
ら
年
金
の
手
続
き
を
！

水 道 の 休 日 当 直 当 番 業 者

◆土・日曜日、祝日の上水道、簡易水道、条例水道の緊急業

務（簡易な修理は除く。）は、次の当直水道指定工事事業

者にご相談ください。

月 日 指定工事事業者 電　　話

１

１㈮ ㈱伊予設備 米　湊 ９８３－４６１３

２㈯ 友澤設備 大　平 ９８２－１３８１

３㈰ ㈲港南設備 稲　荷 ９８２－４４８７

９㈯ ㈲協和設備工業 上吾川 ９８３－４１８５

１０㈰ ㈲栄電機設備 中　山 ９６７－１３１８

１１㈪ ㈱伊予設備 米　湊 ９８３－４６１３

１６㈯ 岩井水道工業所 大　平 ９８３－３０６６

１７㈰ 藤岡工業㈱ 上　灘 ９８６－０３５０

２３㈯ ㈲二宮水道工業 下吾川 ９８３－２８１９

２４㈰ 未来設備 尾　崎 ９８３－５２８２

３０㈯ 功栄設備 中　村 ９８２－５８８８

３１㈰ ㈲升田金物店 出　渕 ９６７－００６７

２
６㈯ ㈲ハヤタ設備工業 上吾川 ９８３－０３９８

７㈰ 西岡建材㈱ 下吾川 ９８３－１５９８

※業者への依頼は、８：００～１７：００の時間帯にお願いします。

※水道メーターから宅地側の修理は、個人負担となります。

　

今
年
、
晴
れ
て
新
成
人
と
な
る
皆
さ

ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

２０
歳
に
な
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
手
続

き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
回

は
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
、
国
民
年

金
の
手
続
き
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

国
民
年
金
は
、

２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
方
の
義
務
で
す

　

「
国
民
年
金
の
手
続
き
な
ん
て
し
な

く
て
も
い
い
よ
ね
…
」
と
思
っ
て
い
る

方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
２０
歳

以
上
６０
歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年
金

の
加
入
と
保
険
料
の
納
付
が
義
務
と

な
っ
て
お
り
、
２０
歳
に
な
る
と
加
入
の

手
続
き
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

　

「
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は
し
た

け
ど
、
収
入
が
少
な
い
か
ら
、
月
々
の

納
付
が
で
き
な
い
。」

　

こ
の
よ
う
な
方
に
は
、「
保
険
料
免

除
制
度
」・「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
申
請
を
し
て
承
認
さ

れ
る
と
、
そ
の
期
間
の
保
険
料
が
免

除
、
軽
減
、
又
は
、
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
を
す
る
場
合
は
、
年
金
手
帳

や
印
鑑
な
ど
、
必
要
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

学
生
の
皆
さ
ん
は
、

学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す

　

学
生
本
人
に
収
入
が
な
い
場
合
、
届

出
を
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、
在
学
中
の

保
険
料
が
猶
予
さ
れ
、
１０
年
後
ま
で
の

間
に
納
め
ら
れ
る
制
度
で
す
。

■
届
出
に
必
要
な
も
の

・
在
学
証
明
書
、
又
は
、
学
生
証（
両
面

の
写
し
）、
印
鑑　

な
ど

追
納
に
つ
い
て

　

免
除
・
猶
予
・
特
例
を
受
け
た
期
間
分

の
年
金
保
険
料
は
、
追
納
を
し
な
い
と

将
来
の
受
給
金
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

※
２
年
を
経
過
し
た
分
に
つ
い
て
は
、
当
時

の
保
険
料
に
加
算
が
付
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

日
本
年
金
機
構 

松
山
西
年
金
事
務
所

☎
９
２
５
ー
５
１
０
５

※
社
会
保
険
事
務
所
は
、
１
月
か
ら
、
日
本

年
金
機
構
の「
年
金
事
務
所
」に
名
称
が
変

わ
り
ま
し
た
。
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皆
さ
ん
の
安
心
の
た
め
、
消
防
は
２４
時
間
活
動
し
て
い
ま
す
。

救
急
救
命
士
の
病
院
実
習
に
ご
協
力
を
！

伊
予
消
防
署
☎
９
８
２
ー
０
６
５
７

■伊予市管内の火災と救急出場件数（１１月末日現在）

種別 １１月分 累計（１月から）

火 災

件 数

本庁 １

１

本庁 １１

１５中山 ０ 中山 ２

双海 ０ 双海 ２

救急出場

件 数

本庁 ９０

１３１

本庁 １，１８２

１，５９８中山 ２２ 中山 １９４

双海 １９ 双海 ２２２

☎
火災・救急　➡　１１９

火　　災
救急病院

  案内 ９８２－５９５９

救
急
現
場
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

『
救
急
救
命
士
』

　

心
肺
停
止
な
ど
の
危
機
が
迫
っ
た

救
急
患
者
を
は
じ
め
と
し
て
、
救
急
車

で
搬
送
さ
れ
る
方
を
、
よ
り
適
切
に
救

護
し
、
か
け
が
え
の
な
い
市
民
の
生
命

を
守
る
た
め
に
救
急
救
命
士
が
救
急

車
に
乗
務
し
て
い
ま
す
。

　

救
急
救
命
士
は
、
他
の
救
急
隊
員
に

は
で
き
な
い
、
高
度
な
救
命
処
置
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
救
急

現
場
で
十
分
な
力
を
発
揮
す
る
に
は
、

よ
り
高
度
な
知
識
と
技
術
を
身
に
付

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
知

識
等
を
養
う
た
め
、
定
期
的
に
病
院
で

の
実
習（
再
教
育
実
習
）を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
救
命
士
が
救
急
現
場

な
ど
で
気
管
に
チ
ュ
ー
ブ
を
挿
入
す

る
気
管
挿
管
や
心
臓
の
動
き
を
助
け

る
薬
剤
投
与
の
救
命
処
置
を
実
施
す

る
に
は
、
認
定
資
格
が
必
要
で
、
そ
の

た
め
の
病
院
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
際
、
救
急
救
命
士
と
指
導
す
る
医

師
が
患
者
に
説
明
を
行
い
、
同
意
を
得

て
か
ら
実
習
を
行
い
ま
す
。

　

救
急
救
命
士
を
育
て
、
救
急
患
者
の

尊
い
命
を
救
う
た
め
、
救
急
救
命
士
の

病
院
実
習
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
本
当
に
必
要
で
す
か
？

救
急
車
を
呼
ぶ
前
に

考
え
て
く
だ
さ
い
」

　

救
急
車
の
出
場
件
数
が
急
増
し
、
現

場
に
到
着
す
る
ま
で
の
平
均
時
間
が

徐
々
に
遅
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
真
に
緊
急
を
要
し
、
救
急

車
が
必
要
な
方
へ
の
対
応
が
遅
れ
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

症
状
の
軽
い
方
、
救
急
車
で
病
院
に

行
け
ば
早
く
診
て
も
ら
え
る
と
い
っ

た
安
易
な
考
え
の
方
、
タ
ク
シ
ー
や
自

家
用
車
で
病
院
に
行
け
る
方
等
は
、
救

急
車
を
呼
ぶ
こ
と
は
控
え
て
く
だ
さ

い
。
大
切
な
命
を
救
う
た
め
に
、
救
急

車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

「
救
急
救
命
士
」は
、
厚
生
労
働
大
臣

の
免
許
に
よ
る
医
療
従
事
者
で
、
平
成

３
年
に
制
定
さ
れ
た
国
家
資
格
で
す
。

救
急
現
場
で
の
応
急
処
置
の
充
実
と

救
命
率
の
向
上
を
目
的
に
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
救
急
救
命
士
は
、
心
肺
停
止

状
態
の
傷
病
者
に
対
し
て
、
医
師
の
指

示
の
も
と
に
、
器
具
を
用
い
た
気
道
確

保
や
静
脈
路
確
保
の
た
め
の
輸
液
な

ど
の「
救
急
救
命
処
置
」
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
救
急
救
命
処
置
の
範

囲
が
拡
大
さ
れ
、
県
の
メ
デ
ィ
カ
ル
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
の
認
定
を
受
け

た
救
急
救
命
士
は
、「
気
管
挿
管
」や「
薬

剤（
エ
ピ
ネ
フ
リ
ン
）投
与
」
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

伊予市消防出初式

■日時　１月１７日（日）

９：３０～

■場所　中山町長沢

グラウンド

救急救命士ワッペン

※当日の午前７時に、伊予市全域で

サイレンを鳴らします。火災と間

違えないようにご注意ください。



ほっとほっとアングル

広報いよし (14)

　１１月２２日、港南中学校で『創立５０

周年記念式典・記念イベント』が行

われました。

　式典では、在校生を代表し、生徒

会長の長岡裕介さんが「敬愛・克己・

誠実の校訓のもと、良い伝統を引き

継いでいきたい」と喜びの言葉を述

べました。

　また記念イベントでは、在校生の

ダンスや合唱、吹奏楽部の演奏披露、

中川優さんによる「美味求真」と題

した講演会が行われました。

～平成１８年３月完成の新校舎で～

港南中学校創立５０周年記念行事

～森地区自主防災組織～

森の園で防災訓練を実施
　１１月２２日、森地区自主防災組織が防災訓練を行いま

した。

　包帯の巻き方やチェーンソー・発電機・消火器の使い

方、ＡＥＤや心肺蘇生法など、災害に備えた防災訓練に、

地域住民の多くの方が参加し、消防署員の指導を熱心

に聞いていました。

～中山地区の新そばでおもてなし～

クラフトの里＆しあわせ市謝恩祭
　１１月２２日、クラフトの里で『クラフトの里＆しあわせ

市謝恩祭』が行われました。

　クラフトの里のこねこね亭は、この日のために中山で

収穫された新そば５００食を用意。開店と同時に長い行列

ができ、何ともいえない新そばの香りと歯ごたえを、来

場者は満喫していました。

～「住民自治されだに」主催～

第２回されだにきてみん祭
　１１月２２日、佐礼谷小学校で、住民自治されだに主催に

よる『第２回 されだにきてみん祭』が行われました。

　今年で２回目となるこのお祭り。住民の方々は、会場

までの道を迷わないようにと手づくりのカカシを道に

立てたり、村中地区住民によるスコップ三味線を披露し

たりと、手づくりの心温まる催しとなっていました。

　昭和４１年の伊予
市街地（中央上が市
役所、右上の山が
伊豫岡八幡神社）

～コラムニスト天野祐吉さん～

市民文化講演会
　１１月１５日、ウェルピア伊予でコラムニストの天野祐

吉さんを講師に迎え、『市民文化講演会』が開催されまし

た。

　「“ことば”は元気ですか」と題し、人生をいきいきさせ

るためのことばの働きについてユーモアたっぷりにお

話しいただき、会場は終始笑いに包まれました。



地域のイベントや楽しい出来事の情報をお待ちしています。（広報担当：内線６５０）

広報いよし(15)

～本格中国料理に舌鼓～

中川 優の料理教室
　１１月２２日、港南中卒業生で、現在、東京に中国料理店

「天外天」を開いている中川さんが、５０周年記念式典の後、

市民を対象に『料理教室』を行いました。

　「鱧と山芋のあじの郷ソースかけ」は、鱧やキウイなど、

伊予市の食材を使ったレシピとなっており、参加者は、

本格中国料理に舌鼓を打ちました。

～第３５回愛媛県農山漁村ふるさとづくり推進大会～

ほたるの里グループ、県知事賞
　双海町上灘のほたるの里グループが「第３５回愛媛県農

山漁村ふるさとづくり推進大会」において、県知事表彰

を受賞しました。ほたるの里グループは翠地区の主婦が

集まり、平成９年から手作りのみそを中心にさまざまな

活動を行っています。技術伝承や地域間交流など、地域

活性化への貢献により今回の受賞となりました。

～パンジー・なでしこ、約３００株～

米湊港寿会、花植えボランティア
　１２月４日、米湊の老人クラブ「港寿会」の会員１４人がボ

ランティアで、市役所周辺の花壇に花植えを行いました。

　色とりどりのパンジーとなでしこ約３００株が手際よ

く、丁寧に植えられ、花壇を鮮やかに飾りました。冬空

のもと、かわいらしく咲く花々が、道行く人の目を楽し

ませてくれます。

　今年も、南山崎小学校のシンボル、

イチョウの木が鮮やかに色づき、１２

月１日からはライトアップが行わ

れました。

　地区の宝であるイチョウの木を、

たくさんの人に見てもらいたいと、

ライトアップに合わせ、児童が手づ

くりしたパネルや来訪者に名前な

どを書いてもらうポストも飾りつ

けられました。

～南山崎地区のシンボルツリー～

南山崎小のイチョウ

～福岡 敏雄さん（米湊）、宮田 眞由美さん（上灘）～

厚生労働大臣賞を受賞
　平成２１年度の厚生労働大臣表彰受賞者が発表され、市

内から２人の方が受賞されました。

【自立更生者】写真左

　福岡 敏雄さん（米湊・鍼灸マッサージ業）

【社会福祉事業功労】写真右

　宮田 眞由美さん（双海町上灘・伊予市社会福祉協議会）



くらし
インフォメーション
くらしに役立つさまざまな情報をお伝えします

広報いよし (16)

　

中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法
人

等
職
員
採
用
試
験
の
試
験
案
内
の

配
布
が
始
ま
り
ま
し
た
。

■
受
験
資
格　

昭
和
５６
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

■
受
付
期
間　

４
月
１
日
㈭
～
９

イ
ベ
ン
ト

新
春
三
世
代
交
流

　
　
　
　

 

も
ち
つ
き
大
会

平
成
２２
年
度

国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用

試
験

　

ほ
か
ほ
か
お
も
ち
に
気
持
ち
も

あ
っ
た
か
、
三
世
代
で
も
ち
つ
き

交
流
を
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

１
月
９
日
㈯
、
９
時
３０

分
～
１４
時
３０
分

■
場
所　

児
童
館
あ
す
な
ろ

■
参
加
費　

無
料

■
対
象　

幼
児
～
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で

■
問
い
合
わ
せ　

伊
予
市
児
童
館

あ
す
な
ろ（
か
ら
た
ち
幼
稚
園
隣
、

☎
９
８
３
ー
５
６
５
５
）

　

特
定
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
、

１２
月
２５
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま

す
。
施
行
後
の
最
低
賃
金
額（
１
時

間
当
た
り
）は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
パ
ル
プ
、
紙
製
造
業（
７６６
円
）

②
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機

械
器
具
、
業
務
用
機
械
器
具
製
造

業（
７８１
円
）

③
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回

路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機

械
器
具
製
造
業（
７４５
円
）

④
船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機
関

製
造
業（
７９０
円
）

⑤
各
種
商
品
小
売
業（
６９０
円
）

　

右
記
の
特
定
最
低
賃
金
に
は
、

適
用
除
外
の
労
働
者
と
、
①
～
③

の
産
業
に
は
適
用
除
外
の
業
種
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
該

当
す
る
場
合
は
、
愛
媛
県
最
低
賃

金（
１
時
間
６３２
円
）が
適
用
さ
れ
ま

す
。　

■
問
い
合
わ
せ　

愛
媛
労
働
局
賃

金
室（
☎
９
３
５
ー
５
２
０
５
）

お
知
ら
せ

特
定
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ

ま
し
た

　

現
在
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者

は
年
間
で
１００
万
人
に
の
ぼ
り
、
交

通
事
故
を
め
ぐ
る
現
状
は
深
刻
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
交
通
事

故
に
あ
わ
れ
た
方
の
、
自
動
車
損

害
賠
償
責
任
保
険
、
並
び
に
任
意

自
動
車
保
険
の
請
求
に
関
す
る
相

談
に
、
専
門
の
相
談
員
が
無
料
で

応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
相
談
日　

月
～
金
曜
日（
祝
日
を

除
く
）、
９
時
～
１２
時
、
１３
時
～
１７
時

※
来
訪
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
弁
護
士
相
談
日　

毎
週
木
曜
日
、

１３
時
～
１６
時

※
予
約
制
要
面
談

■
相
談
電
話
・
問
い
合
わ
せ　

松
山

自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
９
４
５
ー
２
３
３
５
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.sonpo.or.jp

）

（社）
日
本
損
害
保
険
協
会

交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た
方
へ

伊
予
医
師
会
・
松
山
保
健
所

地
域
の
人
々
と
共
に
学
ぶ

救
急
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■
日
時　

２
月
１８
日
㈭
、
１９
時
～

２１
時

■
場
所　

ウ
ェ
ル
ピ
ア
伊
予

■
対
象　

救
急
医
療
に
関
心
の
あ

る
方（
参
加
無
料
）

■
内
容　
「
脳
卒
中
～
も
し
も
あ
な

た
が
患
者
の
家
族
で
あ
っ
た
ら
…

そ
の
心
構
え
と
対
応
～
」

○
実
演
「
患
者
発
生
時
の
救
急
医
療

の
初
期
対
応
に
つ
い
て
」
伊
予
消

防
等
事
務
組
合
救
急
救
命
士

○
講
演
「
脳
卒
中
の
診
断
と
内
科
的

治
療
」
愛
媛
県
立
中
央
病
院
神
経

内
科
医
局
長
奥
田
文
悟
先
生
、「
脳

卒
中
の
外
科
的
治
療
」
愛
媛
県
立

中
央
病
院
脳
神
経
外
科
代
表
部
長

河
野
兼
久
先
生

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
「
市
民
の
体
験

談
、
リ
ハ
ビ
リ
の
こ
と
な
ど
、
講
師

を
交
え
て
」

■
問
い
合
わ
せ　

伊
予
医
師
会（
☎

９
８
２
ー
１
４
１
４
）

こ
こ
ろ
の
健
康
電
話
相
談

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

家
庭
・
学
校
・
職
場
の
こ
と

　

家
庭
に
つ
い
て
、職
場
に
つ
い
て
、

心
と
身
体
の
不
調
に
つ
い
て
。
だ

れ
に
話
し
た
ら
い
い
の
か
、
ど
こ

に
相
談
し
た
ら
い
い
の
か
…
。
心

配
事
や
悩
み
事
を
抱
え
て
い
る
方
、

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

　

臨
床
心
理
士
が
次
の
日
程
で
電

話
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は

匿
名
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

１
月
３１
日
㈰
、
９
時
～

１７
時

■
相
談
電
話　

☎
９
５
７
ー
９
３
１
１

☎
９
５
７
ー
９
３
１
２

■
主
催　

一
般
社
団
法
人
日
本
臨

床
心
理
士
会
、
愛
媛
県
臨
床
心
理

士
会

日
㈮

■
第
一
次
試
験
日　

５
月
１６
日
㈰

■
問
い
合
わ
せ　

中
国
・
四
国
地

区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用
試

験
実
施
委
員
会
採
用
試
験
事
務
室

（
☎
０
８
２
ー
４
２
４
ー
５
６
１
６
、

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジhttp://hom
e.

hiroshim
a-u.ac.jp/jinji/shiken/

）
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《無料人権相談》

○日時　１月８日（金）、１０：００～１５：００

○場所　市民会館１階会議室

《心配ごと相談》

○日時・場所　１３：３０～１６：００（祝日と

年末年始は除く）、社会福祉協議会

　伊予事務所　毎月第２・４・５水曜日

　中山事務所　１月７日（木）

　双海事務所　毎月第２水曜日

○弁護士相談日時・場所（要予約）

　１月６日（水）、２０日（水）、２月３日

（水）、１７日（水）、１３：３０～１６：００、社

会福祉協議会伊予事務所（☎９８２－
０３９３）

《行政相談》

○本庁地区　毎月第２火曜日

　９：００～１５：００　西岡　靖雄さん方

　（☎９８２－６０９２）
○中山地区　毎月１０日

　１０：００～１５：００　仙波　道淳さん方

　（☎９６７－１０２０）
○双海地区　毎月第２火曜日

　９：００～１５：００　山口　隆義さん方

　（☎９８７－０６３０）
《家庭児童相談室》

○ 日時　土・日曜日、祝日、年末年始

を除く毎日、８：３０～１７：００

○相談先　伊予市福祉課内家庭相談員

（☎９８２ー１１１１、内線５５２）
《ＤＶ相談》

○日時　土・日曜日、祝日、年末年始

を除く毎日、８：３０～１７：００

○相談先　伊予市福祉課ＤＶ担当者（☎
９８２－１１１１、内線５３８）

《女性のための相談》

○ 日時　一般相談／火～金曜日、来所

８：３０～１６：３０、電話８：３０～１７：

３０、土・日曜日、８：３０～１６：３０、心

理カウンセリング／第１～第４木

曜日、１３：００～１７：００、法律相談／

第１～第４木曜日、１３：３０～１５：３０

（月曜・祝日・年末年始は休館）　

○場所　愛媛県女性総合センター（松

山市山越町４５０、☎９２６ー１６４４）
《在宅介護支援センター２４時間相談》

○日時　年中無休、２４時間体制

○相談先　社会福祉協議会伊予事務

所☎９８３ー６２２４、伊予あいじゅ
☎９８２ー６６６８、森の園☎９８２ー
７４７４、なかやま幸梅園☎９６７－
０３００、双海夕なぎ荘☎９８６－０１３１

《不動産相談》

○ 日時　毎月１０日（土・日曜日、祝日

の場合は翌日）、１３：００～１５：００

○場所　ふるさと創生館

○相談先　宅建協会伊予支部

各種相談 相談無料
秘密厳守

伊予市・伊予郡養護老人ホーム組合職員を

募集します

■職種　支援員、介護職員、訪問介護員の３職種を兼務

■採用予定人員　４人

■受験資格　①日本国籍を有する者　②地方公務員法第１６条

各号のいずれにも該当しない者　③介護福祉士、介護職員基

礎研修課程修了者、訪問介護員養成研修１～２級のいずれか

の資格を有する者、又は平成２２年３月末日までに取得、又は

修了見込みの者　④昭和２５年４月２日以降に生まれた者

■試験日時　２月６日（土）９時～（受付８時３０分～８時５５分）

■試験場所　伊予市・伊予郡養護老人ホーム和楽園（松前町大

字大溝９６番地１）

■試験方法　作文試験、口述試験

■受付期間　１月４日（月）～２２日（金）までの執務時間中（土・

日曜日、祝日を除く８時３０分～１７時１５分）

■申込方法　履歴書（市販のもので可）を受付期間内に松前町

役場総務課職員係へ提出してください。

※郵送による受け付けは行いません。　

■その他　この試験による採用は平成２２年４月１日以降とな

ります。所定の時期までに資格を取得しなかった場合は、採

用されません。

■問い合わせ　

○受け付けに関すること

松前町役場総務課職員係（☎９８５－４１１３）
○業務内容等に関すること

伊予市・伊予郡養護老人ホーム和楽園（☎９８４－１２６５）

平成２２年度
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　まなびランド いよ
waku-waku

わく
わく

子どもの悩み
相談専用電話　
☎９８２－２６０２

　青少年の非行、いじめ問題等子どもに関するさまざまな相談に専門の相談員が応じます。

■１月の相談日　４日（月）、５日（火）、８日（金）、１２日（火）、１５日（金）、１８日（月）、１９日（火）、

２２日（金）、２５日（月）、２６日（火）、２９日（金）

■相談受付時間　８：３０～１７：１５　※赤字の日は８：３０～１２：００

■問い合わせ　教育委員会社会教育課伊予市青少年センター（☎９８２－２６０２）

広報いよし (18)

この文章は、アンドリューさんが日本語で書いています。

アンドリューの

　日本を含め、世界各地でごく一般的な行事と

なったクリスマスの他に、北米で冬に祝う行事

があることを知っていますか？　

　私の出身地のトロントを含め、カナダの多く

の都市が多文化社会となっています。北米の代

表的な宗教であるキリスト教に加え、他の宗教

や伝統からも文化的な影響を受けています。そ

の中でも比較的なじまれているユダヤ教の行事

「Hanukkah（ハヌカー）」に関する小学校時代の思

い出が、今でも心に残っています。

　ユダヤ人の同級生のお母さんが、「ハヌカー」

を紹介する授業をしました。そのお母さんは、

とても大きな袋から、大きな平たい鍋、じゃが

いも、卵、油、そして今まで見たこともないほ

ど大きなろうそく台を取り出しました。お母さ

んが伝統的なじゃがいも料理「latke（ラトケ）」を

作ってくれるので、私たちはわくわくしていま

したが、神秘的なろうそく台に注目しました。

　お母さんが話しました。「このmenorah（メノー

ラー）という台にろうそくを９本を立てる。８

日間かけて祝われるハヌカーの初日にろうそく

　明けましておめでとうございます！皆さんはどのような新年の抱負を抱いていますか？

　私は、大学院に進学し、好きなことに熱中している多くの同級生に刺激を受け、まめに勉強を続ける

決心をしました。資格を取得するための勉強より、「知らないことを知る」こと、そして、その達成に伴う

喜びを私は望んでいます。そういった「勉強」は、生活の中でもできると私は考えています。

　さて、今月号から国際交流のコーナーが少しリニューアルします。写真の数を増やし、紹介する話題

の増加を目指します。読みやすい子ども向けの記事も準備しています。お楽しみに！

１本にまず火をつけ、最終日まで毎晩順番に火

をつけていく。」

　しばらくしてホクホクしたラトケができ上が

りました。全員がお皿に１枚ずつとると、お母

さんはラトケを８等分に切って座らせました。

ろうそく１本に火をつけるごとに、私たちは１

等分ずついただきました。やがてラトケがなく

なると、部屋は神秘的なろうそくの光で温まり

ました。

国際交流日記国際交流日記

世界の行事を知ろう

№１６

「ハヌカー」

▲ポテトパンケーキ「ラトケ」

９本のろうそくを灯す

燭台「メノーラー」



　毎年好評を得ている和太鼓のつどいが、今年は

双海町下灘で開催されます。

　市内団体の個性豊かな演奏をお楽しみいただけ

ます。地元下灘小の下灘太鼓、双海夢走太鼓も出

演します。皆さんお誘い合わせのうえ、ぜひご来

場ください。

■日時　２月２１日（日）１３：００～

■場所　しもなだ体育館

■問い合わせ　社会教育課双海事務所（☎９８６－
１１１４）

〈開館時間〉火～金曜日　９：００～１８：００　土・日曜日　９：００～１７：００
〈１月の休館日〉１日（金）～４日（月）、１１日（月）、１２日（火）、１８日（月）、２５日（月）、３１日（日）

伊予市米湊７６８－２　☎ 983-4051　 983-4353　

《１月の新刊》　

一般書　

■わが夫坂本龍馬おりょう聞書き　一坂 太郎

■正倉院美術館　米田 雄介 他編 

■排出権商人　黒木 亮

児童書

●ぼくのてぶくろ　ふくだ すぐる

●クリスマスのおかいもの　たしろ ちさと

●あんだら先生とジャンジャラ探偵団　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中 啓文 

野球は人生
そのものだ  

長嶋 茂雄 

伊予市立図書館だより

“燃える男”長嶋

茂雄が、自らの

軌跡を振り返る

みんなだれかに
ふくだ としお

　　　 ＋あきこ

広報いよし(19)

行事案内

☆お話し会・腹話術《無料》

９日（土）１０：３０～

絵本、紙芝居、お楽しみパネ

ルシアター

☆子ども映画会《無料》

２３日（土）１５：００～　

・火事と子馬

・さるかに

・手ぶくろを買いに

第４回伊予市駅伝大会
参加者募集

■日時　２月７日（日）９：００～　

■場所　伊予市内（中山コース）

■参加資格

《地域の部》

①市内在住者

②１チーム８人（男子６人、女子２人以上）とし、

選手の総年齢が２４０歳を超えること（年齢の基準

日は平成２２年４月１日）

③学生は除く（ただし、女子中学生１人、男子中学

生１人の補強は認める）

《一般の部》

①市内在住、在勤、在校者

②高校生以上

《中学生男子の部》《中学生女子の部》

伊予市内に在校している中学生（市外でもスポー

ツ少年団員は可）

《小学生の部》

伊予市内に在校している小学生（市外でもスポー

ツ少年団員は可）

■参加費　１チーム２，０００円（小・中学生チームは

無料）

■申込方法　１月１２日（火）までに選手名簿と参加

費を添えて、中央公民館内体育協会事務局又は各

地区公民館へ。

■問い合わせ　中央公民館（☎９８２－５１５５）

みんな誰かに助

けられ、みんな

誰かを助けてる

　４月から図書の貸し出しや検索が、コン

ピューターを使ってできるようになりま

す。これに伴い、本を借りる場合、現在の

貸出券の代わりに新しい利用者カードが必

要になります。

　今月から事前受付を始めま

すので、住所等が確認できる

証明書を持参のうえ、お申し

込みください。詳しくは伊予

市立図書館（☎９８３－４０５１）へ
お問い合わせください。

図書館からのお知らせ

第３回いよし和太鼓のつどい



広報いよし (20)

伊予市保健センター
☎９８３―４０５２

 ９８３―５２９５

双海保健センター
☎９８６―５６６６

９８６―１５３３

中山保健センター（中山地域事務所内）

☎９６７―１１１１
９６７―１１０１

◎は予約が必要です。

※母子手帳を持参。対象月に受けていない人も受診できます。

相談・デイケア

※３か月児健診、１歳６か月児健診、３歳児健診はお近くの保健センターで受診してください。

※乳児健康診査（２回）は、乳児一般健康診査受診票（出生後、保健センター窓口で発行）を利用して、かかりつけの医療機関で

個別に受診してください。

日　時 場　所

１／１５（金）

９：３０～１５：００

双海保健センター

１／２２（金） 伊予市保健センター

１／２９（金） 中山保健センター

母子保健

日　時 場　所

１／２５（月） ９：００～１２：００ 中山保健センター

１／２８（木）
 ９：００～１２：００
１３：３０～１６：００

伊予市保健センター

実施保健
センター

日　時 対　象　者 内　容

３か月児健診 伊 予 １／１９（火）１３：００～１４：００ Ｈ２１年９月出生児 身体測定・内科健診

１歳６か月児健診 伊 予 １／２６（火）１３：００～１４：００ Ｈ２０年５・６月出生児 内科・歯科健診

３歳児健診 伊 予 ２／２（火）１３：００～１４：００ Ｈ１８年１２月、Ｈ１９年１月出生児 内科・歯科健診

乳幼児健診 双 海 １／２０（水）１３：３０～１４：３０

【乳児】Ｈ２１年８～１０月出生児

【１歳６か月児】Ｈ２０年４～６月

出生児

【３歳児】Ｈ１８年１０～１２月出生児

身体測定・内科健診

フッ素塗布
双 海 １／２０（水）１３：３０～１４：３０

６歳までの乳幼児
フッ素・サホライドを１００円

で塗布　※歯ブラシ持参伊 予 １／２６（火）１３：３０～１４：３０

育児相談 伊 予 １／１８（月）
 ９：００～１１：３０

１３：００～１５：３０
乳幼児 身体計測・健康相談

歯科相談
伊 予 １／１８（月）１３：３０～１５：００

乳幼児
歯科衛生士による歯科相談

※歯ブラシ持参双 海 １／２０（水）１３：００～１４：３０

◎心理相談
伊 予

１／１８（月） ９：００～１２：００
乳幼児から思春期までの子を持

つ保護者
子育てに関する悩み相談１／２６（火）１３：００～１５：００

双 海 １／２０（水）１３：００～１５：００

離乳食講座 伊 予 １／２７（水）１３：００～１５：００ 離乳期の乳児を持つ保護者 離乳食の進め方の説明と試食

◎マザー教室 伊 予

１／１４（木）１０：００～１２：００

妊婦

※母親になる準備のための教室

妊娠中の生活と妊婦体操

１／２１（木）１０：００～１２：００

妊娠中の栄養・調理実習

妊産婦の手続きについて

※エプロン、実習費２００円

２／４（木）１３：００～１５：００
歯科健診

※歯ブラシ、ハンドタオル

◎のびのびクラブ 伊 予
１／７（木） ９：３０～１１：００

育児不安や悩みを持つ親子 「たのしく遊ぼう」
１／２５（月） ９：３０～１１：００

ちびっこ広場

わくわくデー
中 山 １／１４（木）１０：００～１１：００ 乳幼児とその保護者 「たのしく遊ぼう」

●個別栄養相談（要予約） ●デイケア

◆申し込み　各地区保健センター ◆申し込み　伊予市保健センター

 保健センターからのお知らせ

健康ガイドＨｅａｌｔｈ 
Ｃａｒｅ



元気歯つらつコンクール

広報いよし(21)

休日当番医は２３ページのカレンダーをご覧ください。

健康診査・各種がん検診
※健診は、３週間前までに保健センターへお申し込みください。

※各検診項目には、年齢・保険種別などの受診条件があります。

検診日 場　所 受付時間 申込締切

１／３１（日）伊予市保健

センター

 ８：３０～１０：３０１／１２（火）

２／ ５（金） １３：００～１４：００１／１５（金）

◆申し込み　伊予市保健センター

市の集団検診　

※クーポン券をお持ちでない方も受診できます。

※予約は先着順です。お早めにお申し込みください。

乳がん・子宮がん検診のお知らせ

成人歯科健診
　昭和１４年４月１日～昭和４５年３月３１日生まれの方

は、実施期間中に健診可能歯科医院で、歯科健診を受

けられます。詳細はお問い合わせください。

◆実施期間　１月３１日（日）まで

※今月が実施最終月です。年１回は歯科健診を受けましょう。

1日で分かるメタボ予防教室

◆日時　２月１７日（水）９：００～１４：００

◆対象　市民

◆内容　メタボ予防の話と調理実習 ※実習代等３００円

◆場所・申し込み　伊予市保健センター

「がん検診無料クーポン券」配布対象者

《子宮がん検診》平成２１年４月１日現在、２０歳、

２５歳、３０歳、３５歳、４０歳の方

《乳がん検診》平成２１年４月１日現在、４０歳、４５歳、

５０歳、５５歳、６０歳の方

　８０歳以上で、自分自身の機能する歯が２０本以

上ある方を対象とした『元気歯つらつコンクール』

で市内から２人の方が入賞されました。

女性の健康教室

期　日 内　容

１／２７（水）講義「見逃さないで、心とからだのサイン」

２／５（金）講義・運動「自宅でできるエクササイズ」

２／２３（火）
リラクゼーション

「力を抜いて、心とからだのリフレッシュ」

３／５（金）
調理実習「簡単レシピで女性に必要な栄養

素を摂りましょう」※実習代２００円

◆時間　１０：００～１２：００

◆対象　４５～６５歳の女性

◆場所・申し込み　伊予市保健センター

健康ダイエット教室

◆日時・場所　１月３１日（日）８：３０～１０：３０受付、伊予市保健センター

◆内容　基本健診、Ｂ・Ｃ型肝炎、前立腺がん、肺ＣＴ、結核・肺がん、胃がん、大腸がん、超音波検診、子宮がん、乳がん、

　　　　骨粗しょう症

※クーポン券をお持ちの方は、愛媛県総合保健協会（

０１２０－６３６－４８９）、愛媛県厚生連健診センター（

０１２０－８７４－７０２）でも受診できます。詳しくはお

問い合わせください。

山本 惠美子 さん

（下吾川・８１歳）

細川 朝衞 さん

（中山町中山・８２歳）

元気歯つらつコンクール

心の健康づくり教室

期　日 内　容

２／１（月）医師の講話「うつ病の理解ー早期発見と予防ー」

２／９（火）講話・実技「簡単ヨーガでリラックス」

２／２４（水）講話「心の健康を保つための周りのサポート方法」

◆時間　１４：００～１５：３０

◆対象　市民

◆場所・申し込み　伊予市保健センター

日　時 内　容

１／２９（金）１３：１５～１５：００
メタボな人に医師が減量を

ススメる理由

２／１０（水） ９：３０～１２：００
太りにくい食生活のポイント

※無料で血管年齢を調べます。

２／２５（木）１０：００～１２：００
調理実習「低カロリーでもお

いしい食事」※実習代２００円

３／９（火） ９：３０～１２：００
ウォーキング実践編「郡中

を歩こう」

◆対象　３０～７０歳くらいの市民

◆場所・申し込み　伊予市保健センター
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生き生き人生　わくわく私

（財）オイスカ愛媛県支局副会長

さん
（上　野）

▲１１月７日、森地区の竹林整備に参加した

　ボランティアの皆さん

　

１１
月
７
日
、
澄
み
わ
た
っ
た
秋
空
の
下
、

森
地
区
の
竹
林
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
エ
ン

ジ
ン
音
が
鳴
り
響
く
。

　

そ
こ
に
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
ノ
コ
ギ
リ
を
片
手
に
作

業
を
す
る
方
々
。
竹
が
生
い
茂
り
、
真
っ

暗
な
竹
林
の
な
か
で
、
太
も
も
ぐ
ら
い
あ

る
大
き
な
竹
を
次
々
に
伐
採
。
伐
採
し
た

竹
を
専
用
の
機
械
で
細
か
く
チ
ッ
プ
に
し
、

肥
料
に
す
る
。

　

額
に
汗
を
流
し
な
が
ら
こ
の
作
業
を
し

て
い
た
の
は
、
㈶
オ
イ
ス
カ
愛
媛
県
支
局

の
筒
井
静
子
さ
ん
と
、
こ
の
活
動
に
賛
同

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

㈶
オ
イ
ス
カ
は
、
ア
ジ
ア
の
２０
か
国
で
、

人
材
育
成
や
環
境
保
護
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、
ま
た
、
愛
媛
県
支
局
で
は
、
オ
イ
ス
カ

の
森
事
業
な
ど
と
い
っ
た
森
林
保
護
活
動

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
筒
井
さ
ん
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

「
会
社
勤
め
を
し
て
い
た
と
き
、
オ
イ
ス

カ
の
活
動
を
知
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
子

ど
も
の
こ
ろ
か
ら
父
と
よ
く
山
歩
き
を
し

て
い
て
、
森
が
大
好
き
だ
っ
た
の
で
、
ア
ジ

ア
の
国
々
の
緑
化
に
努
力
し
て
い
る
オ
イ

ス
カ
を
支
援
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
退
職
を
き
っ
か
け
に
身
近
な
場
所
で
、

自
分
の
身
体
を
動
か
し
て
森
づ
く
り
を
し

た
い
と
思
い
、
活
動
を
始
め
ま
し
た
。」

　

森
づ
く
り
の
活
動
と
し
て
、
石
手
川
ダ

ム
の
水
源
か
ん
養
林
や
上
三
谷
の
え
ひ
め

森
林
公
園
な
ど
で
植
栽
を
し
た
り
、
子
ど

も
た
ち
が
木
に
親
し
む
活
動
と
し
て
、
栄

養
寺（
灘
町
）で
の
森
の
つ
み
木
広
場
な
ど

を
開
催
し
た
り
と
、
積
極
的
に
活
動
す
る

一
方
、
山
々
を
見
な
が
ら
筒
井
さ
ん
は
い

つ
も
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
一
見
す
る
と
、
緑
に
覆
わ
れ
た
自
然
豊

か
な
山
に
見
え
ま
す
が
、
よ
く
観
察
す
る

と
、
山
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
竹
林
が
あ
る

こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
調
べ
て
み
る
と
、

竹
林
は
成
長
が
は
や
く
、
管
理
を
し
な
い

と
す
ぐ
に
密
集
し
、
周
り
の
山
に
広
が
っ

て
い
く
そ
う
で
す
。
こ
れ
を
何
と
か
し
な

く
て
は
と
思
い
、
竹
林
整
備
を
オ
イ
ス
カ

愛
媛
の
事
業
の
一
つ
に
し
ま
し
た
。
他
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
知
り
合
っ
た
方
た

ち
に
も
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。」

　

放
置
竹
林
と
は
、
管
理
者
の
高
齢
化
や

輸
入
タ
ケ
ノ
コ
に
よ
る
価
格
の
低
迷
な
ど

が
原
因
で
管
理
し
な
く
な
っ
た
竹
林
の
こ

と
で
、
年
々
そ
の
面
積
を
広
げ
て
お
り
、
現

在
、
全
国
各
地
で
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
植
樹
活
動
な
ど
は
、
関
心
が
高
く
高

校
生
な
ど
た
く
さ
ん
の
参
加
者
が
集
ま
り

ま
す
が
、
竹
林
の
整
備
活
動
は
、
あ
ま
り

人
が
集
ま
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。
か
と

い
っ
て
こ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
、
竹
ば

か
り
の
山
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か

ら
、
だ
れ
か
が
や
ら
な
い
と
…
。」

　

こ
う
話
し
て
い
た
だ
い
た
筒
井
さ
ん

に
、
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
伺
う
と
、「
四
国

と
い
え
ば
お
遍
路
さ
ん
で
す
。
四
国
の

山
々
に
あ
る
遍
路
道
を
き
れ
い
に
し
た
い

な
ぁ
。」と
優
し
い
笑
顔
で
答
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
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㊩休日当番医（９時～１７時、要予約）

広
報
こ
ぼ
れ
話

　

１１
月
２４
日
か
ら
１０
日
間
、
千
葉

県
幕
張
の
市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー

で
行
わ
れ
た
研
修
に
参
加
し
ま

し
た
。
全
国
か
ら
広
報
広
聴
担
当

者
が
集
ま
り
、
朝
か
ら
夜
遅
く
ま

で
、
討
議
・
課
題
演
習
な
ど
、
み
っ

ち
り
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

苦
楽
を
共
に
し
た
全
国
各
地

の
同
志
た
ち
。
こ
の
出
会
い
を
大

切
に
し
た
い
な
ぁ
…
と
、
後
ろ
髪

を
引
か
れ
な
が
ら
、
研
修
の
充
実

感
と
疲
労
の
な
か
で
帰
途
に
着

き
ま
し
た
。
今
年
の
抱
負
は
、「
一

期
一
会
」で
す
。　
　
　
　

  

（
閏
）

　

２
０
０
９
年
を
表
す
創
作
四

字
熟
語
の
一
つ
に
「
顔
面
総
白
」

と
い
う
言
葉
が
選
ば
れ
て
い
ま

し
た
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
で
、
た
く
さ
ん
の
人
が
白
い

マ
ス
ク
を
つ
け
て
い
た
こ
と
を

表
す
四
字
熟
語
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
新
型
だ
け

で
な
く
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
も
や
っ
て
き
そ
う
で

す
。
本
格
的
な
受
験
シ
ー
ズ
ン
に

備
え
て
、
特
に
受
験
生
の
皆
さ
ん

は
、
マ
ス
ク
と
手
洗
い
う
が
い
で

し
っ
か
り
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
は
も
っ
と
楽
し
い
こ
と

が
全
国
的
に
流
行
す
る
と
い
い

で
す
ね
。　
　
　
　
　
　

   

（
仙
）

イベント情報
シ
ー
サ
イ
ド

初
春
水
仙
花
祭
り

１月のカレンダー
日 曜 行　　　　　事

１ 金 元日

２ 土 初荷、初夢、書初め

３ 日

４ 月 官庁仕事始め

５ 火 小寒

６ 水

７ 木 七草

８ 金 本庁地区無料人権相談（１０時～）伊予市市民会館

９ 土

１０ 日
１１０番の日
伊予市成人式（１０時～）伊予市民体育館

㊩たなか消化器科クリニック☎９８２－７３３３

１１ 月
成人の日、鏡開き

㊩米湊わたなべクリニック☎９９７－３３６３

１２ 火

１３ 水

１４ 木

１５ 金

１６ 土
やぶ入り
初春水仙花祭り（１０時～）ふたみシーサイド公園

（～１７日）

１７ 日
土用
伊予市消防出初式（９時３０分～）長沢グラウンド

㊩谷口耳鼻咽喉科☎９８３－１４３３

１８ 月

１９ 火

２０ 水 大寒

２１ 木

２２ 金

２３ 土

２４ 日
市税等納付窓口開設（８時３０分～１７時）税務課窓口

㊩本宮眼科クリニック☎９８２－１４４１

２５ 月

２６ 火 文化財防火デー

２７ 水

２８ 木

２９ 金

３０ 土

３１ 日 ㊩こにし心療クリニック☎９８３－５６７８

２/１ 月

２ 火

３ 水 節分

４ 木 立春

伊
予
市
消
防
出
初
式

■
日
時　

１
月
１６
日
㈯
・
１７
日
㈰
、

１０
時
～
１５
時

■
場
所　

ふ
た
み
シ
ー
サ
イ
ド
公

園■
内
容　

水
仙
の
鉢
植
え
展
示
即

売
、
水
仙
切
り
花
販
売
、
双
海
特

産
品
の
販
売

■
問
い
合
わ
せ　

伊
予
市
観
光

協
会
双
海
支
部（
☎
９
８
６
ー

１
２
３
１
）

■
日
時　

１
月
１７
日
㈰
、
９
時
３０

分
～

■
場
所  

中
山
町
長
沢
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
当
日
の
午
前
７
時
に
、
伊
予
市
全

域
で
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

伊
予
消
防
署

（
☎
９
８
２
ー
０
６
５
７
）

第
２２
回
女
性
の
祭
典

『
五
色
姫
復
活
祭
』

五
色
姫
募
集
！

■
五
色
姫
復
活
祭
開
催
日

　

３
月
２８
日
㈰

■
五
色
姫
の
応
募
資
格

《
一
般
の
部
》
１８
歳
以
上
の
女
性

（
市
内
外
は
問
い
ま
せ
ん
）

《
小
学
生
の
部
》
小
学
１
～
３
年

生
女
子
で
、
振
袖
を
用
意
で
き
る

児
童

■
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
身
長
等
、
必
要
事

項
を
記
入
し
、
全
身
前
向
き
の
写

真
１
枚
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
自
薦
・
他
薦
ど
ち
ら
で

も
可
）

■
応
募
締
切　

２
月
１９
日
㈮

■
審
査
発
表　

３
月
上
旬

■
謝
礼
（
一
般
の
部
）１
万
円
分

の
商
品
券
、（
小
学
生
の
部
）２
千

円
分
の
図
書
券

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

伊
予
市
商
業
協
同
組
合（
㈱
ま

ち
づ
く
り
郡
中
内
、
〒
７
９
９
ー

３

１

１

３
、
伊

予

市

米

湊

８
２
７
ー
４
、
☎
９
４
６
ー

７

２

４

５
、

９

４

６

ー

７
２
４
１
、
Ｅ
メ
ー
ルiyoshou@

pure.ocn.ne.jp

）、
又
は
組
合
加
盟

店■
主
催　

伊
予
市
商
業
協
同
組

合
、
五
色
姫
復
活
祭
実
行
委
員
会
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広
報 

い
よ
し　

１
月
号

編
集
・
発
行　

伊
予
市
総
務
部
総
務
課

印
刷　
　
　
　

明
星
印
刷
工
業
㈱

問
い
合
わ
せ　

伊
予
市
総
務
部
総
務
課
広
報
広
聴
担
当

　
　
　
　
　
　

☎
０
８
９
ー
９
８
２
ー
１
１
１
１

広　告広　告

　「平成２１年度明るい選挙啓発ポスター」コンクールの入

賞作品が決まりました。このうち、市内の小・中学生か

ら県の入選、佳作を受賞した作品６点を紹介します。

明るい選挙啓発ポスター

二
宮 

聖
奈
さ
ん（
北
山
崎
小
３
年
）

竹
口 

奈
々
子
さ
ん（
伊
予
中
１
年
）

川
中 

聖
生
さ
ん（
伊
予
中
２
年
）

山
本 

貴
之
さ
ん（
伊
予
小
３
年
）

森
﨑 
彩
花
さ
ん（
郡
中
小
６
年
）

 

林　

宏
香
さ
ん（
港
南
中
２
年
）

【入選】

【佳作】
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